


























































































まとめ

  更年期女性に対する、社会的総合的実態調査は、国際的にも先行研究・調査が少なく、

当班の研究も緒についたぱかりである。  しかし今回、長い「女の一生」 というひとつ

づきの人生を生きる個性ある存在が、自己の人生の過程－－更年期で直面する問題がある

程度明らかにされたと思う。 また更年期女性を、家族関係、職場での人間関係など、社

会関係の中でとらえ、社会的存在としての女性がそこでどのような問題に直面し、それか

更年朋症状と関連するか、この点についても今後の調査設計に役立つ一定の結果を得た。

少なくとも、更年期の実態と対応に関して、いくつかの仮説を可能とする資料を得たとい

ってよい。

  更年期の女性が抱える問題は、 ジェンダー格差というすべての女性に通底する問題を

内包しつつ、急激に変化する要素も存在する。 40 代女性が、50 代以上と比べて実父母・

舅姑と同居する比率が高かったことは、 これからの更年期は老親介護と重なり合う人々

がより増加することを予測させる。おそらく家族がいる限り早い人は今も、これからはな

お一層、更年期女性は重層的な家族的責任・社会的責任と共に生きざるを得ないだろう。

1 人の女性が、妻、母、嫁、娘、 と少なくとも 4 つの家族的立場を持ち、 さらに早くも

祖母・姑が加わる人もあり、職場にあれぱ社会的責任が加わった場合、社会がこの時期の

女性に、心身両面で支援の手段を講ずる必要は明らかであろう。

  医療機関が更年期女性にとって、最も身近でたよりになる存在として期待されているこ

とも明らかになった。同時に当事者能力を身につけ、自己決定権を自覚した更年期女性に

とって、選択しうる多様な相談機関が求められている。今回の調査項目にはないが、更年

期女性の自覚の高まりと、女性センターなどのセミナーの内容からみて、更年期女性の当

事者グループの効果について、次回設問に組み入れたいと思う

 何よりも、ケース・スタディにおいても、今回試験調査の回答でも、 またその自由記載

欄においても、今最も望まれるのは、  「更年期へのプラスイメージづくり」であった。

妊娠・出産の季節を経て、更年期以降の人生は、優にそれ以前のおとなの女の人生を上回

る。

 この女の後半生を積極的に生きる土台を築く更年期への対応は、ひとり女性のみならず

未来の社会の風土を左右するものでもある。


